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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　道路上の交差点と交差点との間を区間とし、該区間に隣接した施設の情報を出力部に出
力するナビゲーション装置において、
　任意の前記区間に隣接した施設を検索するための検索信号が入力されたときに、現在地
より進行方向前方の区間における前記区間に隣接した施設を検索し、検索された前記区間
に隣接した施設を候補施設として選択可能に出力する候補施設出力手段と、
　前記候補施設の中から少なくとも１つを選択する選択手段と、
　前記選択手段により選択された候補施設が隣接している区間のうち現在地に近い方から
所定の数の区間を出力区間とし、その出力区間における前記候補施設を出力対象施設とし
、前記出力区間の始点となる交差点名及び前記出力区間の終点となる交差点名を、前記出
力対象施設と共に出力する出力手段と
　を備えたことを特徴とするナビゲーション装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のナビゲーション装置において、
　現在地から目的地に向かうための案内経路を探索する経路探索手段を備え、
　前記候補施設出力手段は、任意の前記区間に隣接した施設を検索するための検索信号が
入力されたときに、現在地より進行方向前方の区間であって前記案内経路に含まれる区間
における前記区間に隣接した施設を検索し、検索された前記区間に隣接した施設を候補施
設として選択可能に出力することを特徴とするナビゲーション装置。
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【請求項３】
　請求項１または２に記載のナビゲーション装置において、
　前記候補施設出力手段は、現在地より進行方向前方の区間に加え、該進行方向前方の区
間の近傍の区間における前記区間に隣接した施設を検索することを特徴とするナビゲーシ
ョン装置。
【請求項４】
　請求項１～請求項３のいずれか一項に記載のナビゲーション装置において、
　前記出力手段は、前記出力区間の始点となる交差点名と前記出力区間の終点となる交差
点名との間に、その出力区間における前記出力対象施設を表示した出力画面として出力す
ることを特徴とするナビゲーション装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ナビゲーション装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、目的地までの経路を案内するナビゲーション装置として、車両に搭載されるカー
ナビゲーション装置が知られている。そのカーナビゲーション装置は、目的地を設定する
だけで現在地から目的地までの経路探索をして、音声や画像によってその探索した経路の
経路案内ができるといった利便性から広く利用されるようになっている。
【０００３】
　このようなナビゲーション装置には、高速道路等の予め設定されたインターチェンジ等
以外の施設では経路変更できない道路を走行中において、現在位置よりも進行方向前方に
位置する施設のうちユーザが選択した施設及び該施設よりも前方にある所定数の施設を表
示対象施設として設定し、施設名称を表示していた。さらに、表示対象施設のうちいずれ
か一の施設を詳細データ表示対象施設として選択し、選択した施設内にある付加施設を表
示していた（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開平８－３０４０８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載のカーナビゲーション装置では、ユーザが選択した施
設及び該施設よりも前方にある所定数の施設を表示対象施設として設定し、施設名称を表
示するのみで、現在位置前方においてユーザが所望する施設を表示画面上で確認するには
、所望する施設が表示されるまで施設の選択を繰り返す等の煩わしい操作が必要であった
。また、付加施設についても表示対象施設のうちから選択されたいずれか一の施設内にあ
る付加施設を表示するのみで、現在位置前方においてユーザが所望する付加施設を設けた
施設を表示画面上で確認するには、一つずつ施設を選択して付加施設を確認する必要があ
った。
【０００５】
　本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、その目的は、ユーザが所望する施設
を、簡単でありながらも分かりやすく出力することのできるナビゲーション装置を提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記問題点を解決するために、請求項１に記載の発明は、道路上の交差点と交差点との
間を区間とし、該区間に隣接した施設の情報を出力部に出力するナビゲーション装置にお
いて、任意の前記区間に隣接した施設を検索するための検索信号が入力されたときに、現
在地より進行方向前方の区間における前記区間に隣接した施設を検索し、検索された前記
区間に隣接した施設を候補施設として選択可能に出力する候補施設出力手段と、前記候補
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施設の中から少なくとも１つを選択する選択手段と、前記選択手段により選択された候補
施設が隣接している区間のうち現在地に近い方から所定の数の区間を出力区間とし、その
出力区間における前記候補施設を出力対象施設とし、前記出力区間の始点となる交差点名
及び前記出力区間の終点となる交差点名を、前記出力対象施設と共に出力する出力手段と
を備えたことを要旨とする。
【００１４】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のナビゲーション装置において、現在地から
目的地に向かうための案内経路を探索する経路探索手段を備え、前記候補施設出力手段は
、任意の前記区間に隣接した施設を検索するための検索信号が入力されたときに、現在地
より進行方向前方の区間であって前記案内経路に含まれる前記区間における前記区間に隣
接した施設を検索して、検索された前記区間に隣接した施設を候補施設として選択可能に
出力することを要旨とする。
【００１５】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載のナビゲーション装置において、前
記候補施設出力手段は、現在地より進行方向前方の区間に加え、該進行方向前方の区間の
近傍の区間における前記区間に隣接した施設を検索することを要旨とする。
　請求項４に記載の発明は、請求項１～３のいずれか一項に記載のナビゲーション装置に
おいて、前記出力手段は、前記出力区間の始点となる交差点名と前記出力区間の終点とな
る交差点名との間に、その出力区間における前記出力対象施設を表示した出力画面として
出力する。
【発明の効果】
【００１６】
　請求項１に記載の発明によれば、任意の区間に隣接した施設を検索するための検索信号
が入力されたときに、現在地より進行方向前方の区間における区間に隣接した施設を検索
して、候補施設として選択可能に出力する。さらに、選択手段が候補施設の中から少なく
とも１つを選択し、出力手段が選択手段により選択された候補施設が隣接している区間の
うち現在地に近い方から所定の数の区間を出力区間とし、その出力区間における候補施設
を出力対象施設とし、出力区間の始点となる交差点名及び前記出力区間の終点となる交差
点名を、出力対象施設とともに出力する。この結果、区間のうち、ユーザが選択した施設
のある区間が出力部に出力される。従って、ユーザが所望する施設を、簡単でありながら
も分かりやすく出力することができる。
【００２４】
　請求項２に記載の発明によれば、現在地から目的地に向かうための案内経路を探索する
経路探索手段を備え、候補施設出力手段は、任意の区間に隣接した施設を検索するための
検索信号が入力されたときに、現在地より進行方向前方の区間であって案内経路に含まれ
る区間における区間に隣接した施設を検索して、候補施設として選択可能に出力する。こ
の結果、経路案内中には案内経路に含まれる区間のうち、ユーザが選択した施設のある区
間の施設のみを出力部に出力することができる。従って、ユーザが所望する施設を、簡単
でありながらも分かりやすく出力することができる。
【００２５】
　請求項３に記載の発明によれば、候補施設出力手段は、現在地より進行方向前方の区間
に加え、該進行方向前方の区間の近傍の区間における区間に隣接した施設を検索するので
、進行方向前方の区間における区間に隣接した施設のみでなく、その区間の近傍にある区
間における区間に隣接した施設まで出力部に出力することができる。この結果、例えば、
ユーザが所望する施設が走行中の区間に隣接していないが、走行中の区間の近傍の区間に
あるときに、その施設を出力部に出力することができるので、所望する施設を利用するこ
とができる。従って、ユーザが所望する施設を、簡単でありながらも分かりやすく出力す
ることができる。
　請求項４に記載の発明によれば、出力区間の始点となる交差点名と出力区間の終点とな
る交差点名との間に、その出力区間における出力対象施設が表示される。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
（第１実施形態）
　以下、本発明を自動車に搭載したナビゲーション装置の第１実施形態を図１～図７に従
って説明する。図１はナビゲーション装置１の構成を示すブロック図である。
【００２７】
　図１に示すように、ナビゲーション装置（以下、ナビ装置という）１は、入出力部３、
現在位置検出部５、情報記憶部７及び主制御部１１を備えている。入出力部３、現在位置
検出部５及び情報記憶部７は、それぞれ主制御部１１に電気的に接続され、前記各部間で
各種データの授受が可能となっている。
【００２８】
　入出力部３は、例えば、各種操作アイコンを備えるリモートコントローラ等の入力手段
を備えており、経路案内を行うための各種操作信号を主制御部１１に入力する。また、入
出力部３は出力部としての表示部１３を備えており、その表示部１３は、例えば、画像を
表示するタッチパネル式のＬＣＤ等であって、主制御部１１による各種演算処理結果を出
力表示する。また、この表示部１３は、指等で所定の位置を押すことにより、指等で押し
た画面上の位置を検知して、その位置に対応する経路案内を行うための各種操作信号を主
制御部１１へ出力する。すなわち、表示部１３は出力手段でありながらも入力手段として
も機能する。
【００２９】
　現在位置検出部５は、車両の現在位置を検出するものである。その現在位置検出部５に
は、ＧＰＳ受信部（Global Positioning System ）１５、道路交通情報通信システム受信
部１７、車速センサ１９及び方位センサ２１が備えられている。そして、現在位置検出部
５は、ＧＰＳ受信部１５、道路交通情報通信システム受信部１７によって受信した各種デ
ータを、また、車速センサ１９及び方位センサ２１にて検出された各センサ値のデータを
、それぞれ主制御部１１へ出力する。尚、本実施形態において、現在位置検出部５は、ナ
ビ装置１が経路案内を行う間、常にこうした現在位置の座標検出を行う。
【００３０】
　情報記憶部７は、ハードディスク、ＤＶＤ－ＲＯＭ等の記憶媒体を備えたデータベース
あって、経路探索、経路案内等のためのプログラムや表示部１３に地図、経路案内等を表
示するためのプログラム等、各種プログラム及びデータが記憶されている。また、情報記
憶部７は、主制御部１１が目的地設定のために利用する目的地データ及び地図データや、
経路探索に利用する道路データ等が記憶されている。
【００３１】
　さらに、情報記憶部７は、施設情報を記憶する施設情報記憶手段としての施設情報記憶
部２３及び付加施設情報を記憶する付加施設情報記憶手段としての付加施設情報記憶部２
５を備えている。施設情報とは、本実施形態では、道路としての有料道路、例えば高速道
路沿いにあるインターチェンジ、サービスエリア、パーキングエリア、ジャンクション等
の施設（請求項１～請求項４に記載の道路沿いにある施設に相当する）の名称、種類、位
置データ、アイコン等の情報であって、路線毎、上下線毎に記憶されている。そして、付
加施設情報とは、本実施形態では、前記施設内にあるレストラン、ガソリンスタンド、ト
イレ、自動現金支払機（ＡＴＭ）、ファクシミリ（ＦＡＸ）等の付加施設の名称、種類、
アイコン等の情報であって、前記施設毎に記憶されている。なお、本実施形態では、施設
情報及び付加施設情報は、前記地図データ等と同様に予め記憶されている。
【００３２】
　主制御部１１は、検索処理部３１、探索処理部３３及び変更処理部３５を備えている。
本実施形態では、主制御部１１が、情報記憶部７に記憶した経路案内プログラム、施設表
示変更処理プログラムを実行する。これにより、主制御部１１は、候補付加施設出力手段
、候補施設出力手段、選択手段、出力手段として機能する。
【００３３】
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　検索処理部３１は、現在位置検出部５からの自動車の現在位置に関する各種データに基
づいて自動車の現在位置を示す座標値を算出する。検索処理部３１は、情報記憶部７に記
憶された地図データを照会し、算出された座標値に対応する地図データ上の自動車の現在
位置（以下、現在地という）を検索する。また、検索処理部３１は、登録された目的地を
地図データに照会し、地図データ上の位置を検索する。検索処理部３１は、検索した結果
得られた自動車の現在地や目的地周辺の地図データに対応した画像データを形成する。そ
して、検索処理部３１は、検索した結果得られた自動車の現在地の地図データに対応した
画像データを入出力部３に出力し、表示部１３に画像として表示させる。また、本実施形
態では、例えば、図２に示す案内画面Ｍ１のように、表示部１３の画面上にあって現在地
の座標と相対する位置に、現在地を矢尻形状の指標Ｐで表示する。
【００３４】
　経路探索手段としての探索処理部３３は、ユーザの指示、あるいは自動で、任意の２点
間の経路、即ち案内経路を探索する。入出力部３から案内経路を探索する探索操作信号が
入力されると、探索処理部３３は、出発地から目的地までの案内経路Ｒ１を探索し、その
案内経路Ｒ１を表示案内するための各種情報を作成する。そして、図２に示すように、案
内画面Ｍ１の案内画像ＧＰ１の案内地図上に、その案内経路Ｒ１を表示させる。
【００３５】
　本実施形態では、案内画面Ｍ１は、経路案内を行う案内画像ＧＰ１と施設情報を表示す
る施設情報表示画像Ｄ１との２種類の画像から構成されている。案内画面Ｍ１の左側には
、前記案内画像ＧＰ１が表示され、案内画面Ｍ１の右側には、施設情報を表示する施設情
報表示画像Ｄ１が表示される。
【００３６】
　この施設情報表示画像Ｄ１には、施設表示変更処理を行う前においては、図２に示すよ
うに、現在地を示す指標Ｐ、案内経路Ｒ１と共に、案内経路Ｒ１に含まれる道路沿いにあ
って現在地より進行方向前方にある全ての施設のうち現在地に近い方から３つの施設名３
９とその施設の種類名４０が表示されている。さらに、施設情報表示画像Ｄ１には、現在
地から施設名３９が表示されている３つの施設までの距離４１がそれぞれ表示されている
。因みに、図２に示す施設情報表示画像Ｄ１では、現在地の前方に「東郷パーキングエリ
ア」、「東名三好インターチェンジ」、「豊田インターチェンジ」、の順番で各施設があ
ることを示している。
【００３７】
　さらに、施設情報表示画像Ｄ１には、施設表示変更アイコン４３が表示されており、ユ
ーザがこの施設表示変更アイコン４３を押下することにより、変更処理部３５によって施
設表示変更処理が開始される。
【００３８】
　詳述すると、変更処理部３５は、ユーザが所望する施設のみ、またはユーザが所望する
付加施設を備えた施設のみをユーザの指示に応じて案内画面Ｍ１（施設情報表示画像Ｄ１
）に表示する処理を行う。変更処理部３５は、施設情報表示画像Ｄ１上の施設表示変更ア
イコン４３がユーザの操作によって押下されると（請求項２、請求項４、請求項６～請求
項９に記載の検索信号が入力されたときに相当する）、施設情報記憶部２３に記憶された
施設情報のうち、現在地より進行方向前方にある施設を検索する。続いて、変更処理部３
５は、その検索した施設内にある付加施設を付加施設情報から検索する。次に、施設の全
種類の施設アイコン４４を付加施設選択画面、施設選択画面としての施設表示変更画面Ｍ
２（図３参照）に表示し、現在地より進行方向前方にある施設のみを押下可能（選択可能
）とする。また、付加施設の全種類の付加施設アイコン４５を施設表示変更画面Ｍ２に表
示し、現在地より進行方向前方にある付加施設のみを押下可能（選択可能）とする。
【００３９】
　図３に示すように、施設表示変更画面Ｍ２は、ユーザが所望する施設、付加施設を選択
する選択画面である。施設表示変更画面Ｍ２には、図３に示すように、予め施設情報記憶
部２３に記憶された施設に対応した施設アイコン４４が上段に、予め付加施設情報記憶部
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２５に記憶された付加施設に対応した付加施設アイコン４５が下段に表示される。因みに
、上段の施設アイコン４４は、左側からインターチェンジ（ＩＣ）、サービスエリア（Ｓ
Ａ）、パーキングエリア（ＰＡ）、ジャンクション（ＪＣＴ）である。また、下段の付加
施設アイコン４５は、左側から食事、ガソリンスタンド（ＧＳ）、トイレ（ＷＣ）、自動
現金支払機（ＡＴＭ）、ファクシミリ（ＦＡＸ）である。
【００４０】
　そして、予め施設情報記憶部２３に記憶した施設が、全て現在地より進行方向前方にあ
るときには、図３に示すように、上段に表示された施設アイコン４４は、全てユーザの指
等で押下可能（選択可能）となる。一方、予め施設情報記憶部２３に記憶した施設のうち
、現在地より進行方向前方に存在しないものがあるときには、その存在しない施設に対応
した施設アイコン４４は、施設表示変更画面Ｍ２に表示されていても押下不能（選択不能
）となる。すなわち、例えば、予め施設情報記憶部２３に記憶した施設のうちジャンクシ
ョンが前方に存在しないときは、ジャンクションに対応する施設アイコン４４は表示され
るが、押下不能（選択不能）となる。本実施形態では、施設表示変更画面Ｍ２に表示され
た施設のうち押下可能（選択可能）であるものを候補施設とする。
【００４１】
　同様に、予め付加施設情報記憶部２５に記憶した付加施設が、全て現在地より進行方向
前方にあるときには、図３に示すように、施設表示変更画面Ｍ２の下段に表示された付加
施設アイコン４５は、全てユーザの指等で押下可能（選択可能）となる。一方、予め付加
施設情報記憶部２５に記憶した付加施設のうち、現在地より進行方向前方に存在しないも
のがあるときには、その存在しない付加施設に対応した付加施設アイコン４５は、施設表
示変更画面Ｍ２に表示されていても押下不能（選択不能）となる。本実施形態では、施設
表示変更画面Ｍ２に表示された付加施設のうち押下可能（選択可能）であるものを候補付
加施設とする。
【００４２】
　そして、これら施設アイコン４４、付加施設アイコン４５は、それぞれユーザに指等で
押下され、選択されることによってその施設アイコン４４に対応する施設、付加施設アイ
コン４５に対応する付加施設を選択したという操作信号が主制御部１１に出力される。主
制御部１１は、施設アイコン４４が押下され、選択されたときには、その選択された施設
アイコン４４に対応した施設のうち、現在地に近い方から３つ（請求項１～請求項４に記
載の所定の数に相当する）を出力対象施設としての表示対象施設として読み出す。続いて
、ユーザが施設表示変更画面Ｍ２の戻るアイコンＢを押下すると、図５に示す案内画面Ｍ
１に切り替えて、施設出力画面としての施設情報表示画像Ｄ１にその表示対象施設の施設
名３９（種類名４０、距離４１を含む）のみを表示させる。因みに、図４は、パーキング
エリアの施設アイコン４４を選択した場合の施設情報表示画像Ｄ１を示している。この場
合、現在地に近い方から「東郷」、「美合」、「赤塚」といった３つのパーキングエリア
が順番に表示される。
【００４３】
　一方、主制御部１１は、付加施設アイコン４５が押下され、選択されたときには、その
選択された付加施設アイコン４５に対応した付加施設を備えた施設のうち、現在地に近い
方から３つを表示対象施設として読み出す。続いて、同様に、ユーザが施設表示変更画面
Ｍ２の戻るアイコンＢを押下すると、その表示対象施設の施設名３９、種類名４０及び現
在地から表示対象施設までのそれぞれの距離４１を案内画面Ｍ１上に表示させる。
【００４４】
　例えば、図３に示す施設表示変更画面Ｍ２において、ユーザが付加施設に対応する付加
施設アイコン４５のうち、ガソリンスタンド（「ＧＳ」）を押下し、選択する。続いて、
施設表示変更画面Ｍ２の戻るアイコンＢを押下すると、案内画面Ｍ１には、ガソリンスタ
ンドを備えた施設のうち現在地から近い順に３つの施設のみが表示対象施設として読み出
され、その施設名３９、種類名４０及び現在地から表示対象施設までのそれぞれの距離４
１が表示される。
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【００４５】
　因みに、図５は、ガソリンスタンドの付加施設アイコン４５を選択した場合の施設情報
表示画像Ｄ１を示している。この場合、現在地に近い方から「上郷」、「浜名湖」、「牧
之原」といったガソリンスタンドが設けられた３つのサービスエリアが順番に表示される
。従って、各サービスエリアより手前に複数のパーキングエリア等があっても、ガソリン
スタンドという付加施設がないため、表示されない。また、現在地から上郷サービスエリ
アまでの距離が１２．３キロメートル、現在地から浜名湖サービスエリアまでの距離が７
０．１キロメートル、現在地から牧之原サービスエリアまでの距離が１２３．３キロメー
トルのように表示される。従って、現在地から各表示対象施設までの距離を容易に把握す
ることができるので、例えば、この距離４１を参考にして、所望する付加施設を備えた施
設のうちのどの施設を利用するかを判断することができる。
【００４６】
　なお、本実施形態では、ユーザが選択した付加施設の種類名は案内画面Ｍ１上には表示
されない。すなわち、図５に示すように、表示されているアイコン「ＳＡ」は施設の種類
名４０のみであり、ガソリンスタンドに対応した付加施設の種類名は表示されない。しか
し、候補付加施設のうちユーザが選択可能な付加施設を１種類とし、その選択した１種類
の付加施設を備えた施設名３９を案内画面Ｍ１上に表示することによって、ユーザは選択
した付加施設を利用するにはどの施設に行けばよいかを直感的に把握することができる。
【００４７】
　次に、上記するナビ装置１の作用について説明する。図６は、ナビゲーション処理（経
路探索、経路案内）の全体のフローチャートを示している。まず、ユーザは、目的地の住
所等を入出力部３から主制御部１１（探索処理部３３）に入力し、目的地の設定を行う（
ステップＳ１１）。探索処理部３３は、情報記憶部７に記憶されている地図情報から目的
地を検索し、その地図情報と道路情報とに基づいて、出発地から目的地までの経路探索を
行う（ステップＳ１５）。本実施形態では、例えば、探索処理部３３が複数の案内経路を
探索し、それらの案内経路を構成する各リンクの交通情報に基づいて、各案内経路の目的
地までの所要時間を算出し、探索処理部３３が、その各案内経路のうち最も所要時間の短
い案内経路を案内経路Ｒ１として選択する。なお、本実施形態では、選択された案内経路
Ｒ１は高速道路を含んでおり、その案内経路Ｒ１は、図２に示すように、表示部１３に案
内画面Ｍ１として表示される。
【００４８】
　そして、経路案内を開始すると（ステップＳ２０）、図７のステップＳ２５～ステップ
Ｓ５０に示すような処理（以下、施設表示変更処理という）を行う。
　まず、主制御部１１は、ユーザが表示部１３に表示された案内画面Ｍ１に表示されてい
る施設表示変更アイコン４３を押下したか否かを判断する（ステップＳ２５）。主制御部
１１は、ユーザが施設表示変更アイコン４３を押下していないと判断すると（ステップＳ
２５でＮＯ）、施設表示変更処理を終了して、施設表示の変更を行わないまま経路案内（
ステップＳ２０）を継続する。一方、主制御部１１は、ユーザが施設表示変更アイコン４
３を押下したと判断すると（ステップＳ２５でＹＥＳ）、案内画面Ｍ１に替わって表示部
１３に施設表示変更画面Ｍ２を表示する（ステップＳ３０）。
【００４９】
　そして、主制御部１１は、施設情報記憶部２３に記憶している施設情報を検索し、現在
地よりも進行方向前方にある施設の種類を示す施設アイコン４４及びこれら施設に設けら
れている付加施設の種類を示す付加施設アイコン４５を施設表示変更画面Ｍ２上に押下可
能（選択可能）に表示する（ステップＳ３５、ステップＳ４０）。
【００５０】
　次に、主制御部１１は、施設表示を変更するか否かを判断する（ステップＳ４５）。す
なわち、ユーザが施設表示変更画面Ｍ２上の施設アイコン４４または付加施設アイコン４
５を押下（選択）したか否かを判断する。ユーザがいずれの施設アイコン４４または付加
施設アイコン４５も押下（選択）せず、戻るアイコンＢが押下されたと判断すると（ステ
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ップＳ４５でＮＯ）、主制御部１１は、施設表示変更処理を終了して、経路案内（ステッ
プＳ２０）を継続する。一方、ユーザが施設アイコン４４または付加施設アイコン４５を
押下（選択）し、その後、戻るアイコンＢを押下したと判断すると（ステップＳ４５でＹ
ＥＳ）、主制御部１１は、ユーザが表示対象施設を変更する意思があるとみなす。そして
、押下され、選択された施設アイコン４４に対応した施設を表示対象施設とし、または付
加施設アイコン４５に対応した付加施設を備えた施設を表示対象施設とし、その表示対象
施設に対応した施設名３９、種類名４０、距離４１を表示した案内画面Ｍ１を表示部１３
に表示する（ステップＳ５０）。
【００５１】
　そして、主制御部１１は、目的地に到達するまで、前記の施設表示変更処理（ステップ
Ｓ２５～ステップＳ５０）をユーザの指示に応じて繰り返し、目的地に到達すると経路案
内（ステップＳ２０）を終了する。
【００５２】
　上記第１実施形態によれば、以下のような効果を得ることができる。
　（１）本実施形態によれば、施設内に付加施設が備えられている高速道路等の道路を走
行中に、施設表示変更画面Ｍ２上でユーザが選択した施設や、ユーザが選択した付加施設
を備えた施設のうち、現在地に近い方から３つの施設である表示対象施設の施設名３９、
種類名４０、距離４１のみを案内画面Ｍ１上に表示した。従って、ユーザにとって必要な
情報（施設）のみを、簡単でありながらも分かりやすく表示することができる。
【００５３】
　（２）本実施形態によれば、ユーザは施設表示変更アイコン４３、施設アイコン４４、
付加施設アイコン４５及び戻るアイコンＢ等のアイコンの押下のみの簡単な操作で、所望
の施設を表示することができる。従って、ユーザにとって必要な施設のみを、簡単であり
ながらも分かりやすく表示することができる。
【００５４】
　（３）本実施形態によれば、ユーザにとって必要な施設が、一画面に表示されるので、
スクロール等の煩わしい操作をする必要がない。従って、ユーザにとって必要な施設のみ
を、簡単でありながらも分かりやすく表示することができる。
【００５５】
　（４）本実施形態によれば、施設情報表示画像Ｄ１に、現在地から表示対象施設までの
距離４１をそれぞれ表示したので、所望する施設、所望する付加施設を備えた施設までの
距離を容易に把握することができる。従って、例えば、この距離４１を参考にして、所望
する施設、所望する付加施設を備えた施設のうちのどの施設を利用するかを判断すること
ができる。
【００５６】
　（５）本実施形態によれば、ユーザにとって必要な施設が、案内画像ＧＰ１と共に表示
されるので、経路案内を妨げることがない。従って、経路案内中であっても、ユーザにと
って必要な施設情報のみを、簡単でありながらも分かりやすく表示することができる。
（第２実施形態）
　次に、本発明を具体化した第２実施形態を図６、図８～図１１に従って説明する。本実
施形態では、第１実施形態で説明した変更処理部３５が、一般道路上の施設と施設との間
に隣接した付加施設を表示することに特徴を有するので、以下の実施形態において、前記
第１実施形態と同様の部分については、同一の符号を付し、その詳細な説明は省略する。
【００５７】
　本実施形態においては、図８に示すように、表示部１３に表示される案内画面Ｍ３の案
内画像ＧＰ２において、探索処理部３３によって探索された道路としての一般道路のみを
利用する案内経路Ｒ２上を走行するものとする。そして、本実施形態では、施設情報記憶
部２３に記憶された施設情報は、一般道路上にある交差点、橋、トンネル等の施設、一般
道路沿いにある公共施設、スタジアム等の施設の名称、位置データ、アイコン等の情報で
あって路線毎、上下線毎に記憶されている。また、付加施設情報は、前記施設と施設との
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間（以下、区間という）にあるコンビニエンスストア、病院、郵便局等の付加施設の名称
、位置データ、アイコン等の情報であって、路線毎、上下線毎、区間毎に記憶されている
。
【００５８】
　本実施形態も第１実施形態と同様に、図８に示す案内画面Ｍ３は、経路案内を行う案内
画像ＧＰ２と施設情報を表示する施設情報表示画像Ｄ２との２種類の画像から構成されて
いる。案内画面Ｍ３の左側には、地図データ、現在地及び案内経路Ｒ２を表示した案内画
像ＧＰ２が表示され、案内画面Ｍ３の右側には、施設名（交差点名）３９、現在地からそ
の施設（交差点）までの距離である距離４１を表示する施設情報表示画像Ｄ２が表示され
る。この施設情報表示画像Ｄ２には、施設表示変更処理を行う前においては、図８に示す
ように、現在地を示す指標Ｐ、案内経路Ｒ２と共に、現在地より進行方向前方にある全て
の区間のうち現在地に近い方から２つの連続した区間を表示している。すなわち、その連
続した２つの区間のそれぞれの区間の施設として、３つの施設名（交差点名）３９を表示
している。因みに、図８に示す施設情報表示画像Ｄ２には、「江戸橋南」、「江戸橋北」
、「本町二丁目」の施設名３９が表示されている。さらに、施設情報表示画像Ｄ２には、
現在地から区間の施設までの距離４１がそれぞれ表示されている。そして、第１実施形態
と同様に、施設情報表示画像Ｄ２には、施設表示変更アイコン４３が表示されており、ユ
ーザがこの施設表示変更アイコン４３を押下することにより、変更処理部３５によって施
設表示変更処理が開始される。
【００５９】
　詳述すると、変更処理部３５は、ユーザが所望する付加施設をユーザの指示に応じて表
示する処理を行う。変更処理部３５は、前記案内画面Ｍ３上の施設表示変更アイコン４３
（図８参照）がユーザの操作によって押下されると、付加施設情報記憶部２５に記憶され
た付加施設情報のうち、現在地より進行方向前方にある付加施設を検索する。次に、付加
施設の全種類を、図９に示すように、付加施設選択画面としての施設表示変更画面Ｍ４に
表示し、現在地より進行方向前方にある付加施設のみを押下可能（選択可能）とする。
【００６０】
　施設表示変更画面Ｍ４は、ユーザが所望する付加施設を選択する画面である。施設表示
変更画面Ｍ４には、予め付加施設情報記憶部２５に記憶された付加施設に対応した付加施
設アイコン４５が表示される。そして、予め付加施設情報記憶部２５に記憶した付加施設
が、全て現在地より進行方向前方にあるときには、施設表示変更画面Ｍ４に表示された付
加施設アイコン４５は、全てユーザの指等で押下可能（選択可能）となる。
【００６１】
　一方、予め付加施設情報記憶部２５に記憶した付加施設のうち、現在地より進行方向前
方に存在しないものがあるときには、その存在しない付加施設に対応した付加施設アイコ
ン４５は、施設表示変更画面Ｍ４に表示されていても押下不能（選択不能）となる。すな
わち、例えば、予め付加施設情報記憶部２５に記憶した付加施設のうち病院が前方に存在
しないときは、病院に対応する付加施設アイコン４５（「病院」）は表示されるが、押下
不能（選択不能）となる。本実施形態では、施設表示変更画面Ｍ４に表示された付加施設
のうち押下可能（選択可能）であるものを候補付加施設とする。
【００６２】
　これら付加施設アイコン４５は、それぞれユーザに指等で押下され、選択されることに
よってその付加施設アイコン４５に対応する付加施設を選択したという操作信号が主制御
部１１に出力される。主制御部１１は、付加施設アイコン４５が押下され、選択されたと
きには、その選択された付加施設アイコン４５に対応した付加施設を検索する。なお、本
実施形態では、付加施設アイコン４５は複数個押下可能（選択可能）、すなわち複数種類
の付加施設を選択することができる。続いて、ユーザが施設表示変更画面Ｍ４の戻るアイ
コンＢを押下すると、その検索した付加施設のある区間のうち現在地に近い方から２つ（
請求項８に記載の所定の数に相当する）の区間を出力区間としての表示区間として表示す
る。また、その表示区間に位置する付加施設を出力対象付加施設としての表示対象付加施
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設とする。なお、例えば３つの付加施設を選択したときに、検索したその３つの付加施設
のある区間がそれぞれ異なる区間であった場合は、表示区間を３つとする。要は案内画面
Ｍ３をスクロールせずに、一目で表示区間とその表示区間に位置する付加施設の付加施設
アイコン４５を確認できればよい。
【００６３】
　そして、図１０に示すように、その表示区間の施設の施設名３９、現在地からその施設
までの距離４１及びその表示区間内にある表示対象付加施設に対応する付加施設指標４５
ａを案内画面Ｍ３の付加施設出力画面としての施設情報表示画像Ｄ２上に表示させる。な
お、本実施形態では、表示区間は２つのみ案内画面Ｍ３上に表示するが、その２つの表示
区間が連続であるときには、図８に示すように、１つ目の表示区間の終点の施設と２つ目
の表示区間の始点の施設とが重複しているため、表示される施設情報（施設名３９）は３
つとなる。一方、２つの表示区間が不連続であるときには、図１０に示すように、表示区
間の境界で重複する施設はないので、表示される施設情報（施設名３９）は４つとなる。
【００６４】
　例えば、ユーザが候補付加施設に対応する付加施設アイコン４５のうち、コンビニエン
スストア（「コンビニ」）、レストラン（「食事」）、郵便局（「〒」）、銀行（「銀行
」）を押下し、選択する。続いて、施設表示変更画面Ｍ４の戻るアイコンＢを押下すると
、図１０に示すように、案内画面Ｍ３には、押下し、選択した付加施設アイコン４５に対
応する付加施設のある区間のうち現在地に近い方から２つの区間である表示区間とその表
示区間の施設と、表示対象付加施設の付加施設指標４５ａが表示される。すなわち、江戸
橋北交差点から本町二丁目交差点までの区間（表示区間）にはコンビニエンスストアと銀
行に対応する付加施設指標４５ａが表示され、東松下町交差点から岩本町交差点の区間（
表示区間）にはコンビニエンスストア、レストラン及び郵便局に対応する付加施設指標４
５ａが表示される。
【００６５】
　すなわち、図８に示すように、現在地の近辺であっても選択した付加施設が備えられて
いない施設である江戸橋南交差点から江戸橋北交差点までの区間等は表示されない。そし
て、図１０に示すように、選択した付加施設がある区間（表示区間）の施設である江戸橋
北交差点、本町二丁目交差点、東松下町交差点、岩本町交差点の施設情報（施設名３９）
と、そのそれぞれの施設間にある付加施設の付加施設指標４５ａのみが表示される。従っ
て、必要な情報のみが簡潔に表示される。
【００６６】
　また、現在地から江戸橋北交差点までの距離が７８０メートル、現在地から本町二丁目
交差点までの距離が１．０キロメートル、現在地から東松下町交差点までの距離が１．８
キロメートル、現在地から岩本町交差点までの距離が２．０キロメートルのように表示さ
れる。従って、現在地から各施設までの距離を容易に把握することができるので、現在地
から各表示対象付加施設までの最長距離を把握することができる。
【００６７】
　次に、上記するナビ装置１の作用について説明する。
　本実施形態でも、まず、ナビ装置１は、目的地設定、経路探索（図６のステップＳ１１
、ステップＳ１５）を予め行ったものとする。本実施形態においても、例えば、探索処理
部３３が複数の案内経路を探索し、それらの案内経路を構成する各リンクの交通情報に基
づいて、各案内経路の目的地までの所要時間を算出し、探索処理部３３が、その各案内経
路のうち最も所要時間の短い案内経路を案内経路Ｒ２として選択する。なお、本実施形態
では、選択された案内経路Ｒ２は一般道路のみを含んでおり、その案内経路Ｒ２は、図８
に示すように、表示部１３に案内画像ＧＰ２として表示される。そして、経路案内を開始
し（図６のステップＳ２０）、施設表示変更処理（図１１のステップＳ６０～ステップＳ
８０）を行う。
【００６８】
　まず、主制御部１１は、ユーザが表示部１３に表示された案内画面Ｍ３の施設表示変更
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アイコン４３を押下したか否かを判断する（ステップＳ６０）。主制御部１１は、ユーザ
が施設表示変更アイコン４３を押下していないと判断すると（ステップＳ６０でＮＯ）、
施設表示変更処理を終了して、施設表示の変更は行わないまま経路案内（図６のステップ
Ｓ２０）を継続する。一方、主制御部１１は、ユーザが施設表示変更アイコン４３を押下
したと判断すると（ステップＳ６０でＹＥＳ）、表示部１３に案内画面Ｍ３に替わって、
施設表示変更画面Ｍ４を表示する（ステップＳ６５）。そして、主制御部１１（変更処理
部３５）は、付加施設情報を検索し、現在地よりも進行方向前方にある付加施設を示す付
加施設アイコン４５を、施設表示変更画面Ｍ４上に押下可能（選択可能）に表示する（ス
テップＳ７０）。
【００６９】
　次に、主制御部１１は、施設表示を変更するか否かを判断する（ステップＳ７５）。す
なわち、ユーザが施設表示変更画面Ｍ４上の付加施設アイコン４５を押下し、選択したか
否かを判断する。ユーザがいずれの付加施設アイコン４５も押下（選択）しておらず、戻
るアイコンＢが押下されたと判断すると（ステップＳ７５でＮＯ）、主制御部１１は、施
設表示変更処理を終了して、経路案内（ステップＳ２０）を継続する。一方、ユーザが付
加施設アイコン４５を押下して選択し、その後、戻るアイコンＢを押下したと判断すると
（ステップＳ７５でＹＥＳ）、主制御部１１は、ユーザが施設表示を変更する意思がある
とみなす。そして、選択された付加施設の付加施設指標４５ａと、その表示区間の施設の
施設名３９、現在地からその施設までの距離である距離４１を表示した案内画面Ｍ３を表
示部１３に表示する（ステップＳ８０）。
【００７０】
　そして、主制御部１１は、目的地に到達するまで、前記の施設表示変更処理（ステップ
Ｓ６０～ステップＳ８０）をユーザの指示に応じて繰り返し、目的地に到達すると経路案
内（ステップＳ２０）を終了する。
【００７１】
　上記第２実施形態によれば、以下のような効果を得ることができる。
　（１）本実施形態によれば、施設と施設との間である区間に付加施設がある一般道路等
の道路を走行中に、現在地より進行方向前方にある区間にある付加施設のうち、施設表示
変更画面Ｍ４上でユーザが選択した付加施設を検索する。そして、その検索した付加施設
のある区間のうち現在地に近い方から２つの区間を表示区間とし、その表示区間内の付加
施設を表示対象付加施設とした。そして、その表示区間の施設名３９、現在地からその施
設までの距離４１及び表示対象付加施設に対応する付加施設指標４５ａのみを、案内画面
Ｍ３上に表示した。従って、ユーザにとって必要な情報（付加施設）のみを、簡単であり
ながらも分かりやすく表示することができる。
【００７２】
　（２）本実施形態によれば、案内画面Ｍ３上に表示する付加施設を複数個選択すること
ができる。従って、ユーザにとって必要な付加施設の情報を複数選択しながらも、簡単で
分かりやすく表示することができる。
【００７３】
　（３）本実施形態によれば、施設情報表示画像Ｄ２に、現在地から表示区間の施設まで
の距離４１をそれぞれ表示したので、所望する付加施設までの最長の距離を容易に把握す
ることができる。従って、例えば、この距離４１を参考にして、所望する付加施設を備え
た施設のうちのどの施設を利用するかを判断することができる。
【００７４】
　なお、上記各実施形態は以下のように変更してもよい。
　○上記第１実施形態では、探索処理部３３が高速道路を用いた案内経路Ｒ１を探索し、
その案内経路Ｒ１に含まれる高速道路沿いにある施設に備えられた付加施設をユーザが選
択したが、案内経路Ｒ１を探索せずに高速道路を走行するときに、その高速道路沿いにあ
る施設に備えられた付加施設をユーザが選択するようにしてもよい。なお、このとき、施
設及び付加施設の検索範囲は、目的地が設定されていないため、現在地から走行中の高速
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道路の終端までとする。この結果、第１実施形態と同様の効果を得ることができる。
【００７５】
　○上記第１実施形態では、施設表示変更処理後の案内画面Ｍ１上に、付加施設を示す指
標（種類名）を表示しなかったが、施設名３９と共に付加施設を示す指標（種類名）を表
示してもよい。これにより、案内画面Ｍ１上の施設（施設名３９）がどの付加施設を備え
た施設であるかを容易に判断することができる。
【００７６】
　○上記第１実施形態では、案内画面Ｍ１上に表示される施設名３９は現在地に近い方か
ら３つとした。これを３つ以上の施設名３９を表示するようにしてもよい。また、案内画
面Ｍ１，Ｍ３にスクロール釦を設けて、スクロール釦を押下して、案内画面Ｍ１，Ｍ３を
スクロールさせてもよい。すなわち、例えば、進行方向に向かって案内画面Ｍ１，Ｍ３を
スクロールさせた場合、案内画面Ｍ１，Ｍ３に表示されている施設よりもさらに進行方向
前方にあるユーザが選択した付加施設を備えた施設、あるいはユーザが選択した施設を順
に表示することができる。これにより、現在地に近い方から３つ以外のユーザが選択した
付加施設を備えた施設、あるいはユーザが選択した施設を確認することができる。
【００７７】
　○上記第１実施形態では、候補付加施設から選択可能な付加施設を１種類としたが、こ
れを２種類以上としてもよい。このとき、ユーザが選択した付加施設に対応する指標（種
類名）を案内画面Ｍ１上に表示することによって、ユーザが選択した付加施設のうち、ど
の種類の付加施設がどの施設内にあるかを直感的に把握することができる。
【００７８】
　○上記第１実施形態では、予め施設情報記憶部２３に記憶した施設のうち、現在地より
進行方向前方に存在しないものがあるときには、その存在しない施設に対応した施設アイ
コン４４は施設表示変更画面Ｍ２上で押下不能（選択不能）とした。これを、予め付加施
設情報記憶部２５に記憶した施設のうち、現在地より進行方向前方に存在しないものがあ
るときには、その存在しない施設に対応した施設アイコン４４が施設表示変更画面Ｍ２上
に表示されないようにしてもよい。
【００７９】
　○上記第１実施形態では、案内画面Ｍ１を切り替えて施設表示変更画面Ｍ２を表示し、
その施設表示変更画面Ｍ２で所望の施設、付加施設を選択した。これを、画面を切り替え
ず、案内画面Ｍ１上の一部に施設表示変更画面Ｍ２を表示するようにしてもよい。
【００８０】
　○上記第２実施形態では、探索処理部３３が一般道路を用いた案内経路Ｒ２を探索し、
その案内経路Ｒ２上の区間にある付加施設をユーザが選択したが、案内経路Ｒ２を探索せ
ずに一般道路を走行するときに、その一般道路に隣接した付加施設をユーザが選択するよ
うにしてもよい。なお、このとき、付加施設の検索範囲は、現在地から走行中の一般道路
の終端までとする。この結果、第２実施形態と同様の効果を得ることができる。
【００８１】
　○上記第２実施形態では、案内画面Ｍ３上に施設情報として施設名３９のみを表示した
。これを施設名と共に施設の種類名を表示するようにしてもよい。これにより、施設名が
表示されている施設の種類を容易に把握することができる。
【００８２】
　○上記第２実施形態では、一般道路上にある施設と施設の間を区間とし、その区間に隣
接した付加施設を候補付加施設とした。これを、例えば、一般道路から垂直に１００ｍ程
度（請求項１０に記載の道路の近傍に相当する）を区間とし、その区間の付加施設を候補
付加施設としてもよい。これにより、実際に利用可能である付加施設を表示することがで
きる。すなわち、例えば、高速道路のように一度走行を開始すると定められた施設（イン
ターチェンジ等）でしか走行する道路を変更できない道路と異なり、比較的自由に走行す
る道路を変更可能である一般道路では、その現在走行中の道路に隣接した付加施設のみな
らず、現在走行中の道路近傍の付加施設も利用可能である。そのため、一般道路近傍の付
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加施設も候補付加施設とすることにより、ユーザが必要とする付加施設情報を選択するこ
とができる。
【００８３】
　○上記第２実施形態では、案内画面Ｍ３を切り替えて施設表示変更画面Ｍ４を表示し、
その施設表示変更画面Ｍ４で所望の付加施設を選択した。これを、画面を切り替えず、案
内画面Ｍ３上の一部に施設表示変更画面Ｍ４を表示するようにしてもよい。
【００８４】
　○上記各実施形態では、予め付加施設情報記憶部２５に記憶した施設のうち、現在地よ
り進行方向前方に存在しないものがあるときには、その存在しない付加施設に対応した付
加施設アイコン４５を施設表示変更画面Ｍ２，Ｍ４上で押下不能（選択不能）とした。こ
れを、予め付加施設情報記憶部２５に記憶した施設のうち、現在地より進行方向前方に存
在しないものがあるときには、その存在しない付加施設に対応した付加施設アイコン４５
が施設表示変更画面Ｍ２，Ｍ４上で表示されないようにしてもよい。
【００８５】
　○上記各実施形態では、ナビ装置１に適用して好適な結果を得たが、これをナビ装置１
及びそのナビ装置１を設けたナビゲーションシステムに適用してもよい。
　この場合、図１２に示すように、ナビ装置１は自動車ＣＡに取り付けられたナビ装置で
あって、そのナビ装置１は、携帯電話網等のネットワークＭを介して情報センタＮＣと双
方向通信可能な状態である。このように、ナビ装置１と情報センタＮＣとでナビゲーショ
ンシステムＡが構成される。そして、ナビゲーションシステムＡ内のナビ装置１は、情報
センタＮＣ内に予めユーザ登録されており、ユーザＩＤによりそれぞれのナビ装置１が管
理されているものとする。
【００８６】
　そして、ナビ装置１には施設情報記憶部２３及び付加施設情報記憶部２５を設けずに、
情報センタＮＣに各ユーザの持つユーザＩＤに対応した施設情報記憶部２３及び付加施設
情報記憶部２５を設ける。そして、ナビ装置１が施設表示変更処理の際に、ネットワーク
Ｍを介して情報センタＮＣにユーザＩＤと案内経路を送信すると、情報センタＮＣは、そ
の案内経路上の候補施設、候補付加施設をナビ装置１に送信する。
【００８７】
　このようにすることによって、ナビ装置１に施設情報記憶部２３及び付加施設情報記憶
部２５を設ける必要がないため、ナビ装置１を小型化することができる。
　さらに、ナビ装置１には変更処理部３５を設けずに、情報センタＮＣに変更処理部３５
と各ユーザの持つユーザＩＤに対応した施設情報記憶部２３及び付加施設情報記憶部２５
を設ける。そして、ナビ装置１が施設表示変更処理を行う際に、ネットワークＭを介して
情報センタＮＣにユーザＩＤと案内経路を送信すると、情報センタＮＣは、その案内経路
上の候補施設、候補付加施設をナビ装置１に送信する。そして、ユーザが候補施設、候補
付加施設の中から表示対象施設又は表示対象付加施設を選択すると、情報センタＮＣは、
その表示対象施設又は表示対象付加施設をナビ装置１に送信する。
【００８８】
　このようにすることによって、ナビ装置１が施設表示変更処理のうち施設情報記憶部２
３及び付加施設情報記憶部２５を検索する必要がないため、ナビ装置１が実行する処理数
を少なくすることができる。従って、簡単で小型な装置でありながらも、ユーザが選択し
た付加施設をより簡単に分かりやすく表示することができる。
【００８９】
　○上記各実施形態では、施設情報表示画像Ｄ１には、現在地からそれぞれの施設までの
距離４１を表示した。これを、現在地からそれぞれの施設まで走行するのに要する時間で
ある予想走行時間、またはそれぞれの施設に到着する予想時刻である予想到達時刻を表示
するようにしてもよい。これにより、現在地からそれぞれの施設まで走行するのに要する
時間を容易に把握することができる。なお、この予想走行時間、予想到達時刻の算出方法
は道路交通情報通信システムから受信した交通情報や情報センタから受信した交通情報等
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を利用した公知の方法で算出することができる。また、道路交通情報通信システムから受
信した交通情報（予想走行時間）そのものや情報センタから受信した交通情報（予想走行
時間）そのものを表示してもよい。
【００９０】
　○上記各実施形態では、経路探索は、最初にナビ装置１が複数の案内経路を探索し、そ
れらの案内経路を構成する各リンクの交通情報に基づいて、各案内経路の目的地までの所
要時間を算出する。そして、ナビ装置１は、その各案内経路のうち最も所要時間の短い案
内経路を選択する。これを、経路探索時に、ナビ装置１が最適な案内経路を１つだけ探索
するようにしてもよい。すなわち、リンクの交通情報及び通行規制等のリンク間の接続情
報等を用いて出発地（現在地）から各ノードに至るまでの案内経路コスト（案内経路に対
する評価値）を計算し、目的地までの全てのコスト計算が終了したときに、案内経路コス
トが最小となるリンクを接続して、最適な案内経路を１つだけ探索するようにしてもよい
。
【図面の簡単な説明】
【００９１】
【図１】第１実施形態のナビゲーション装置のブロック図。
【図２】同じく、施設表示変更処理前の案内画面を説明する説明図。
【図３】同じく、施設表示変更画面を説明する説明図。
【図４】同じく、施設表示変更処理後の案内画面を説明する説明図。
【図５】同じく、施設表示変更処理後の案内画面を説明する説明図。
【図６】同じく、ナビゲーション処理を説明するフローチャート。
【図７】同じく、施設表示変更処理を説明するフローチャート。
【図８】第２実施形態の施設表示変更処理前の案内画面を説明する説明図。
【図９】同じく、施設表示変更画面を説明する説明図。
【図１０】同じく、施設表示変更処理後の案内画面を説明する説明図。
【図１１】同じく、施設表示変更処理を説明するフローチャート。
【図１２】別例のナビゲーションシステムのブロック図。
【符号の説明】
【００９２】
Ｐ…指標、Ｄ１，Ｄ２…施設情報表示画像、ＧＰ１，ＧＰ２…案内画像、Ｍ１，Ｍ３…案
内画面、Ｍ２，Ｍ４…施設表示変更画面、Ｒ１，Ｒ２…案内経路、１…ナビゲーション装
置（ナビ装置）、２３…施設情報記憶部、２５…付加施設情報記憶部、３９…施設名、４
０…種類名、４１…距離、４３…施設表示変更アイコン、４４…施設アイコン、４５…付
加施設アイコン、４５ａ…付加施設指標。
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